
 

2025年度活動概要     ライティング指導研究会 

 

ライティング指導研究会では，大学における英文のライティング指導の在り方と実践的

指導法について考え，研究を行っています。2025年度のプロジェクトテーマは，第 19

次プロジェクトとして新たに「学習者主体の英語ライティング指導：AIとの共創を目

指す自己調整・自律・継続学習への支援」と設定しています。 

 2025年度も，下記のように 4月，７月，10月， 1月，及び 3月の例会全てをオンラ

インで行い，会員の研究発表と意見交換を軸に活動を行いました。また、8月 27～29

日に早稲田大学で開催された第 64回 JACET国際大会では，SIGワークショップとし

て、副代表の築エカテリナ・アルシャフスカヤ先生（静岡県立大学）による「AI for 

writing instruction, feedback, assessment and learner autonomy」を実施し、多く

の先生方にご参加いただき、活発な議論を行うことができました。さらに、同国際大会

では会員のショーン・ホワイト先生（龍谷大学）、築地原尚美先生（滋賀県立大学）、

副代表の築エカテリナ・アルシャフスカヤ先生（静岡県立大学）、代表の野口浩子（国

際医療福祉大学）が SIGポスタープレゼンテーションに参加し，訪問者の先生方に当該

研究会の説明及び情報・意見交換をしました。 

また、3月 7日 JACET 関西支部大会では、会員の三田 薫先生(実践女子大学)と霜田敦

子 (実践 女子大学)先生による「大学英文ライティングにおける肯定的フィードバック

機 能を備えた AI 活用評価システムの開発と実践」、会員のショーン・ホワイト先生

（龍谷大学） による「Integrating AI Technologies in L2 Composed Speech 

Practice」、会員の築地原尚美先生（滋賀県立大学）「AIを生かした授業実践」によ

る研究発表が行われました。 

 

第 1回研究会例会 （オンライン） 

2025年 4月 19日（日）10:00〜13:00 

・第 18期研究プロジェクト完了及び紀要 16号の刊行について 

・研究発表：アルシャフスカヤ・エカテリナ先生（静岡県立大学）「Using CEFR 

Resources and Writing Level Analyzer to Promote Self-Study in EFL Writing」 

第 2回研究会例会  

2025年 7月 19日（土）10:00〜12:00（オンライン） 

・JACET国際大会 SIGワークショップ概要について（エカテリナ先生） 

・ポスター発表について（JACET国際大会） 

第 3回研究会例会  

2025年 10月 18日（土）10:00〜13:00（オンライン） 

1.エカテリナ先生による論文レビュー(Yin et al. Applying, not ignoring : how 

feedback uptake and neural synchrony drive creativity) 

2. Sandstead & Kibler,Voice in L2 Writing in the age of AI論文と合わせて意見



交換 

第 4回研究会例会  

2024年 1月 31日（土）10:00〜12:45（オンライン） 

1. エカテリナ先生と Jacob Lawrence先生（静岡県立大学）研究発表 

The Role of L1/L2 Syntactic Similarity in Corrective Feedback 

2. 3月関西支部大会ご発表予定の先生方からのご発表内容のご報告 

3. ヤングジョンソン千穂先生 研究発表： 

第５回研究会例会 （オンライン） 

2025年 3月 21日（土）10:00〜12:00 

・各先生方の現在の研究関心について 

 

 


